
　今年は雪が多い冬でしたが、そんな中でも子どもたちは元気!

　２月11日㈷に行われた「スノーフェスティバル」では、スキー

だけではなく、こんな競技も行われていました。

　走り回った子どもたちは、さすがに「疲れたー」。

フラッグめがけて一直線
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発明クラブロボコン優勝!
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２
月
18
日
㈭
�
町
総
合
文
化
セ
ン

タ
�
�
パ
ル
ナ
ス
�
で
��
中
泊
町

地
域
づ
く
り
町
民
フ
�
�
ラ
ム
�
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
�

　

こ
の
フ
�
�
ラ
ム
は
�
国
土
交
通

省
�
過
疎
集
落
の
安
心
・
安
定
の
暮

ら
し
維
持
構
想
策
定
事
業
�
の
一
環

で
行
わ
れ
た
も
の
で
��
10
年
後
の

中
泊
町
の
た
め
に
今
で
き
る
こ
と
�

を
テ
�
マ
に
�
基
調
講
演
や
小
学
生

の
研
究
成
果
発
表
�
地
域
づ
く
り
事

例
の
発
表
�
パ
ネ
ル
デ
�
ス
カ
�
シ

�
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
�

　

開
会
に
先
立
ち
�
町
長
が
�
地
域

づ
く
り
は
住
民
主
体
の
活
動
�
農
水

商
工
の
連
携
で
地
域
一
体
と
な
�
た

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
�
今

回
の
フ
�
�
ラ
ム
が
実
り
あ
る
よ
う

期
待
し
た
い
�
と
あ
い
さ
つ
�

　

基
調
講
演
で
は
�
N
P
O

法
人　

樹
木
・
環
境
ネ
�
ト

ワ
�
ク
協
会
理
事
長
の
澁
澤

寿
一
氏
が
�
住
民
の
絆
で
故

郷
を
守
る

－

地
域
づ
く
り
の

新
た
な
視
点
�
と
題
し
�
秋

田
県
の
あ
る
里
山
の
事
例
な

ど
を
中
心
に
説
明
し
ま
し
た
�

　

こ
の
集
落
で
は
�
山
で
す
べ
て
の

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
完
結
し
�
集
落

が
子
ど
も
を
含
め
た
住
民
の
生
き
る

力
を
育
ん
で
い
る
こ
と
で
�
そ
れ
が

地
域
の
絆
に
つ
な
が
�
て
い
る
こ
と

が
紹
介
さ
れ
��
地
域
の
未
来
は
子

ど
も
た
ち
の
中
に
あ
る
�
こ
の
後
の

発
表
を
よ
く
聞
い
て
ほ
し
い
�
と
講

演
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
�

　

続
い
て
�
中
里
小
学
校
と
小
泊
小

学
校
に
よ
る
ワ
�
ク
シ
�
�
プ
の
成

果
発
表
が
行
わ
れ
�
�
中
泊
町
の
将

来
の
夢
を
考
え
よ
う
�
を
テ
�
マ
に

研
究
さ
れ
て
き
た
成
果
を
�
そ
れ
ぞ

れ
の
チ
�
ム
ご
と
に
発
表
�

　

�
ブ
ル
�
ベ
リ
�
広
め
隊
�

や

�
小
泊
に
ス
ポ
�
ツ
ド
�
ム
を
作
り

隊
�
な
ど
�
子
ど
も
た
ち
な
ら
で
は

の
壮
大
な
夢
と
ユ
ニ
�
ク
な
ア
イ
デ

ア
が
�
聴
衆
の
拍
手
を
誘
�
て
い
ま

し
た
�

　

子
ど
も
た
ち
の
発
表
が
終
わ
�
た

後
は
�
こ
の
日
ま
で
に
行
�
た
地
域

づ
く
り
ワ
�
ク
シ
�
�
プ
の
成
果
を
�

柏
谷
祐
美
子
さ
ん
と
長
利
和
子
さ
ん

が
発
表
��
起
き
て
夢
見
る
会
�
と

い
う
地
域
づ
く
り
団
体
の
設
立
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
�

　

最
後
は
��
地
域
住
民
主
体
の
地

域
づ
く
り
と
中
泊
町
の
未
来
�
を
語

る
パ
ネ
ル
デ
�
ス
カ

�
シ
�
ン
が
催
さ
れ
�

町
長
と
基
調
講
演
し

た
澁
澤
氏
に
津
鉄
サ

ポ
�
タ
�
ズ
ク
ラ
ブ

会
長
の
飛
嶋
氏
を
交

え
�
町
の
将
来
と
住

民
目
線
の
地
域
づ
く

り
�
発
表
さ
れ
た
子

ど
も
た
ち
の
未
来
像

に
つ
い
て
�
お
互
い

に
討
論
し
�
フ
�
�

ラ
ム
は
幕
を
閉
じ
ま

し
た
�

「
地
域
づ
く
り
」
活
動
が
に
わ
か
に
盛
り
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
東
北
新
幹
線

の
新
青
森
駅
が
今
年
12
月
に
開
業
す
る
の
を
控
え
、
地
域
の
資
源
発
掘
と
観
光

へ
の
結
び
つ
け
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

を
つ
く
る

地 

域

のにだいぶ苦労し「難しかった」
と言っていましたが、２匹目は
難なく釣り上げ、満足した様子
でした。



　

奥
津
軽
の
魅
力
を
知
�
て
も
ら
お

う
と
企
画
さ
れ
て
い
る
�
ず
�
ぱ
ど

奥
津
軽
�
シ
リ
�
ズ
が
�
２
月
22
日

㈪
に
町
を
訪
れ
ま
し
た
�

　

こ
の
シ
リ
�
ズ
は
４
回
目
を
数
え
�

今
回
初
め
て
中
泊
町
を
中
心
に
企
画

し
た
と
の
こ
と
�
県
内
外
か
ら
の
29

人
の
観
光
客
が
�
真
冬
の
農
業
体
験

と
金
多
豆
蔵
の
旅
�
と
銘
打
�
た
旅

を
満
喫
し
ま
し
た
�

　

ア
ス
パ
ム
か
ら
バ
ス
で
訪
れ
た
一

行
は
�
博
物
館
を
ま
ず
見
学
�
学
芸

員
の
説
明
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
�
奥

津
軽
の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
ま
す
�

　

お
昼
に
は
町
の
特
産
弁
当
�
イ
ガ

米べ
い

�
の
試
食
�
い
か
め
し
や
�
の
し

い
か
の
お
に
ぎ
り
�
ほ
�
け
ハ
ン
バ

�
グ
�
野
菜
な
ど
が
入
�
た
こ
の
弁

当
は
�
す
べ
て
町
内
産
の
食
材
か
ら

作
ら
れ
た
も
の
で
�
手
間
暇
を
惜
し

ま
ず
作
ら
れ
た
弁
当
の
味
に
�
試
食

し
た
参
加
者
は
�
お
い
し
い
�
と
舌

鼓
を
打
�
て
い
ま
し
た
�

　

ピ
�
ア
で
買
い
物
を
楽
し
ん
だ
一

行
は
�
薄
市
地
区
で
冬
に
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
を
栽
培
し
て
い
る
佐
藤
イ
ネ
子

さ
ん
の
ビ
ニ
�
ル
ハ
ウ
ス
へ
�
通
常

数
年
は
か
か
る
ア
ス
パ
ラ
の
収
穫
を
�

特
殊
な
方
法
で
１
年
目
に
収
穫
で
き

る
よ
う
栽
培
し
て
い
る
こ
と
が
説
明

さ
れ
�
参
加
者
の
関
心
を
引
い
て
い

ま
し
た
�
参
加
者
は
ア
ス
パ
ラ
を
は

さ
み
で
収
穫
し
�
ス
ト
�
ブ
の
上
で

焼
い
た
ア
ツ
ア
ツ
の
ア
ス
パ
ラ
を
そ

の
ま
ま
食
べ
ま
し
た
�
冬
の
ア
ス
パ

ラ
は
�
糖
度
が
高
い
こ
と
も
あ
り�
甘

い
!
�
と
い
�
た
感
想
が
多
く
聞
か

れ
ま
し
た
�

　

最
後
は
�
町
の
玄
関
口
で
あ
る
中

里
駅
内
で
�
金
多
豆
蔵
人
形
劇
�
を

観
覧
�
金
多
と
豆
蔵
の
か
け
あ
い
に

は
�
何
度
も
何
度
も
笑
い
声
が
吹
き

出
し
�
公
演
が
終
わ
�
て
も
�
金
多

�
!
��
豆
蔵
�
!
�
と
惜
し
む
声
や
�

一
緒
に
記
念
撮
影
を
し
た
り
な
ど
�

一
行
は
冬
の
な
か
ど
ま
り
の
魅
力
を

心
ゆ
く
ま
で
堪
能
し
�
町
を
後
に
し

ま
し
た
�

なかどまり・イガ米
べい

～きてけフェア ～アスパムで～
　町の特産品が一堂に会し、魅力を発信する「なかどまり・イガ米

べい
～きてけフェア」が、２

月６日㈯青森県観光物産館「アスパム」で行われました。
　このイベントは、県観光連盟が主催している「2010アスパムウィンターフェスティバル」
の一環として行われ、ほかに三沢市やむつ市などが参加して行われた観光イベントです。
　この日は寒風吹きすさぶ日でしたが、小泊産の海産物と中里産の特産品などが販売され、

会場は多くの買い物客でにぎわ
っていました。
　そのほか正面玄関前では、釜
ゆでだこ販売、サメの解体と無
料配布、イカ釣り体験が行われ、
特にイカ釣り体験は午前・午後合わせて100匹の
イカを用意しましたが、すぐチケットが売り切れ
る人気でした。
　青森市内から参加した男の子は、１匹目を釣る

真
冬
�
農
業
体
験
��

金
多
豆
蔵
�
旅



　

中
央
公
民
館
で
2
月
14
日
㈰
、
今

年
度
の
公
民
館
教
室
閉
講
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
18
教
室
に
合
計
2
1
5

人
が
参
加
。
式
に
は
、
教
室
の
講
師

や
受
講
生
な
ど
約
50
人
が
出
席
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
の
代
表
に
修
了
証

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

修
了
証
が
手
渡
さ
れ
た
あ
と
、
町

長
が
「
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
町
民
祭

が
盛
大
に
で
き
た
。
来
年
度
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

出
席
者
は
、
今
年
度
の
活
動
を
振
り

返
っ
て
感
慨
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で

し
た
。

　

式
が
終
わ
っ
た
あ
と
に
は
懇
親
会

を
開
催
。
各
教
室
の
講
師
が
あ
い
さ

つ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
と
来
年
度

に
向
け
て
の
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し

た
。

　

内
潟
茶
道
教
室
に
参
加
し
た
薄
市

小
学
校
6
年
生
の
女
子
児
童
は
、

「
20
年
度
か
ら
受
講
し
、
今
年
度
が

2
年
目
。
教
室
で
は
い
ろ
ん
な
作
法

を
覚
え
、
楽
し
か
っ
た
。
来
年
度
も

参
加
し
た
い
」
と
充
実
感
を
感
じ
て

い
ま
し
た
。

　

2
月
16
日
㈫
、
小
泊
小
学
校
の
ラ

ン
チ
ル
ー
ム
で
、
廃
食
油
を
燃
料
に

使
っ
て
冬
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
育
て

て
い
る
佐
藤
イ
ネ
子
さ
ん（
薄
市
）と

2
年
生
の
子
ど
も
た
ち
33
人
が
、
エ

コ
と
食
育
に
つ
い
て
の
学
習
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
学
習
は
、「
み
ん
な
の
出
す

廃
食
油
が
燃
料
と
な
り
、
ア
ス
パ
ラ

が
育
つ
こ
と
で
エ
コ
に
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
佐

藤
さ
ん
が
呼
び
か
け
た
も
の
で
、
小

泊
小
学
校
で
は
初
め
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

給
食
の
時
間
を
使
っ
て
行
わ
れ
た

学
習
で
は
、
佐
藤
さ
ん
と
子
ど
も
た

ち
、
先
生
方
が
一
緒
に
な
っ
て
給
食

を
食
べ
ま
し
た
。
こ
の
日
の
メ
ニ
ュ

　2月13日㈯に六ヶ所村総合体育館で、「第
11回青森県・げんねんジュニアロボットコ
ンテスト」が行われ、町からは小泊の少年少
女発明クラブが参加しました。
　このコンテストは、科学技術への興味と探
求心を一層深めてもらうため、日本原燃㈱が
主催し、県内の小中学生に参加を呼びかけて
行われています。「ロボ相撲」や「ロボ・エ
ッグⅡ」、「ブロック・ビルディング」などユ
ニークな競技で、ロボット技術を競います。
　発明クラブでは、初級団体戦2チームに参
加したほか、初級5人・中級6人・上級4人の
各部門に分かれて個人戦にも出場。それぞれ
が、この日のために作り上げてきたロボット
で一生懸命に戦いました。このうち、初級部
門個人戦「ロボ相撲・六ヵ所場所」に「リラ
ックマ」ロボで出場した柏崎舞さん（小泊小
6年）が、なんと優勝の栄誉を勝ち取りました。
　柏崎さんは「とってもうれしい。信じられ
ない」と優勝の喜びを語っていました。

ー
は
、
ラ
ー
メ
ン
と
エ
ビ

チ
リ
、
そ
し
て
佐
藤
さ
ん

が
作
っ
た
ア
ス
パ
ラ
が
入

っ
て
い
る
サ
ラ
ダ
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
「
お
い

し
い
！
」
と
次
々
に
食
べ
、

お
か
わ
り
を
す
る
子
が
続

出
。
お
か
わ
り
が
入
っ
て

い
る
食
缶
は
す
ぐ
空
に
な

っ
て
し
ま
い
、
残
念
が
る

子
が
何
人
も
い
ま
し
た
。

　

楽
し
い
ラ
ン
チ
の
後
は
、

佐
藤
さ
ん
と
子
ど
も
た
ち

が
交
流
。
佐
藤
さ
ん
か
ら

冬
の
ア
ス
パ
ラ
の
栽
培
方
法
に
つ
い

て
紹
介
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
質
問

を
次
々
と
し
ま
す
。

「
ア
ス
パ
ラ
は
何
種
類
あ
る
の
？
」

「
何
で
冬
に
栽
培
す
る
の
？
」

と
い
っ
た
質
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
る

と
、
佐
藤
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
に
わ
か

り
や
す
く
答
え
、
ア
ス
パ
ラ
と
と
も

に
エ
コ
に
つ
い
て
か
み
し
め
る
有
意

義
な
学
習
で
し
た
。

ロボットの祭典で見事優勝!

小泊少年少女発明クラブ １
年
間
の
活
動
を
振
り
返
り

公
民
館
教
室
閉
講
式

食
�
�
学
�

�
�
�
食
育

小
泊
小
学
校
で
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ふ
だ
ん
保
育
所
で
は
ど
ん
な
保
育

が
さ
れ
て
い
る
の
か
、
親
と
し
て
は

知
り
た
い
も
の
で
す
。
そ
れ
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
2
月
20
日
㈯
、
薄
市

保
育
所
が
全
国
統
一
の
「
保
育
の
日

（
2
月
19
日
）」
に
合
わ
せ
て
、
親
子

が
一
緒
に
歌
や
遊
び
で
楽
し
み
ま
し

た
。

　

は
じ
め
に
、
坂
田
所
長
が
「
後
ろ

に
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
が
い
る
か

ら
、
い
つ
も
ど
お
り
じ

ゃ
な
い
子
が
い
ま
す
よ
。

普
段
ど
お
り
に
し
ま
し

ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
と
お
り
、
い
つ
も
と

は
違
い
そ
わ
そ
わ
し
た

様
子
。

　

続
い
て
は
、
町
の
語

学
指
導
助
手
ジ
ョ
ン
先

　２月16日㈫町長室で、青森県遊業協同組合西
北支部からAED（自動体外式除細動器）１台が町
に寄贈されました。
　これは、地域社会に貢献しようと同組合が平成
20年から行っているもので、町長室には支部長
であり県の副理事長も務められている林成鎬氏が
訪れました。
　今年は板柳町と当町に寄贈され、町にいただい
た１台は早速、小説「津軽の像」記念館に設置さ

れました。
　町長は「町でも順
次設置を進めている
が、まだまだ不足し
ている。このような
寄贈は大変ありがた
い」と喜んでいまし
た。

　

2
月
11
日
㈷
、
宮
野
沢
ス
キ
ー
場

で
「
学
童
ス
キ
ー
大
会
・
学
童
ス
ノ

ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

昨
年
は
雪
不
足
で
中
止
に
な
っ
た

こ
の
大
会
で
す
が
、
今
年
は
約
20
人

が
参
加
。
い
わ
ゆ
る
ス
キ
ー
の
競
技

種
目
の
ほ
か
、
雪
上
フ
ラ
ッ
グ
が
行

わ
れ
、
雪
と
戯
れ
る
楽
し
い
1
日
で

し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
か
ら
は
「
つ
か
れ

た
」「
腹
減
っ
た
」「
も
う
走
れ
な
い
」

と
だ
い
ぶ
力
を
使
っ
た
よ
う
で
し
た

が
、
み
ん
な
「
楽
し
か
っ
た
」
と
口

を
そ
ろ
え
て
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
小
学
校
1
・
2
年
生
男
子
回
転
】

第
1
位　

谷　

伊
織（
薄
市
小
1
年
）

【
小
学
校
5
・
6
年
生
男
子
回
転
】

第
1
位　

外
﨑
達
矢（
中
里
小
6
年
）

第
2
位　

加
藤
汰
紋（
中
里
小
5
年
）

第
3
位　

鈴
木
隆
盛（
中
里
小
5
年
）

【
小
学
校
1
・
2
年
生
女
子
回
転
】

第
1
位　

古
川
菜
南
子（
中
里
小
2
年
）

第
2
位　

鈴
木
大
空（
中
里
小
2
年
）

【
小
学
校
3
・
4
年
生
女
子
回
転
】

第
1
位　

秋
元
美
月（
薄
市
小
4
年
）

第
2
位　

相
馬
彩
香（
中
里
小
3
年
）

第
3
位　

谷
亜
弥
香（
薄
市
小
3
年
）

【
小
学
校
5
・
6
年
生
女
子
回
転
】

第
1
位　

三
上
朝
賀（
中
里
小
6
年
）

第
2
位　

江
良
貴
保
子（
薄
市
小
6
年
）

第
3
位　

鈴
木
美
早
紀（
中
里
小
6
年
）

【
小
学
校
1
・
2
年
生
男
子
ソ
リ
】

第
1
位　

打
越
大
芽（
中
里
小
2
年
）

第
2
位　

鈴
木
隆
矢（
中
里
小
1
年
）

第
3
位　

新
岡
翔
輝（
武
田
小
1
年
）

【
小
学
校
5
・
6
年
生
男
子
ソ
リ
】

第
1
位　

鈴
木
隆
盛（
中
里
小
5
年
）

第
2
位　

加
藤
汰
紋（
中
里
小
5
年
）

【
小
学
校
1
・
2
年
生
女
子
ソ
リ
】

第
1
位　

古
川
菜
南
子（
中
里
小
2
年
）

第
2
位　

古
川
範
香（
中
里
小
1
年
）

第
3
位　

外
﨑
ま
り
あ（
中
里
小
2
年
）

【
小
学
校
3
・
4
年
生
女
子
ソ
リ
】

第
1
位　

野
上
穂
乃
香（
中
里
小
３
年
）

第
2
位　

岩
田
優
花（
中
里
小
3
年
）

第
3
位　

相
馬
彩
香（
中
里
小
3
年
）

【
小
学
校
5
・
6
年
生
女
子
ソ
リ
】

第
1
位　

鈴
木
美
早
紀（
中
里
小
６
年
）

【
雪
上
フ
ラ
ッ
グ
男
子
】

第
1
位　

鈴
木
隆
盛（
中
里
小
5
年
）

第
2
位　

長
峰
颯
汰（
中
里
小
2
年
）

第
3
位　

新
岡
翔
輝（
武
田
小
1
年
）

【
雪
上
フ
ラ
ッ
グ
女
子
】

第
1
位　

鈴
木
美
早
紀（
中
里
小
６
年
）

第
2
位　

小
笠
原
唯（
中
里
小
3
年
）

第
3
位　

鈴
木
大
空（
中
里
小
2
年
）

生（
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
リ
ャ
ン
）に
よ
る

〝
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ナ
ー
〞
が

始
ま
り
、
グ
ッ
ド
モ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

の
あ
い
さ
つ
や
、
フ
ル
ー
ツ
の
英
語

を
み
ん
な
で
お
勉
強
。
ジ
ョ
ン
先
生

の
親
し
み
や
す
さ
も
あ
り
、
序
盤
の

堅
さ
は
だ
い
ぶ
取
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ジ
ョ
ン
先
生
は
ピ
ア
ノ
も
得

意
で
、
お
な
じ
み
の
マ
リ
オ
ブ
ラ
ザ

ー
ズ
の
曲
な
ど
を
弾
く
と
、
子
ど
も

た
ち
か
ら
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。

　

後
半
は
、
一
緒
に
遊
び
歌
の
コ
ー

ナ
ー
。
曲
に
合
わ
せ
て
、
子
ど
も
と

一
緒
に
歌
い
な
が
ら
体
を
動
か
し
、

笑
顔
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

最
後
は
給
食
を
試
食
し
、
楽
し
く

1
日
の
メ
ニ
ュ
ー
を
終
了
し
ま
し
た
。

AED寄贈で地域に貢献
青森県遊業協同組合西北支部

子
�
�
�
無
邪
気
�

薄
市
保
育
所
�
�
保
育
�
日
�

宮
野
沢
ス
キ
�
場
で

ス
キ
�
大
会
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縁の下の人

東栄建設株式会社
安全と技術と伝統を大切にする‼

希望される方は、お気軽に最寄りのハローワークまたは右の連絡先へ!

土　　木
建設工事作業員募集

●青森募集事務所 〒037-0305 青森県北津軽郡中泊町大字中里字亀山500
　　　　　　　　　　TEL 0173-57-3215　　携帯
　　　　　　　　　　FAX 0173-69-2417　　090-3503-7301

所長　平 間 康 元

業　種 土　　　木 型 枠 大 工 鉄　筋　工 重 機 オ ペ
（クローラークレーン・ラフテレーンクレーン）

定　時 11,000～16,000円 13,000～19,000円 13,000～18,000円 13,000～18,000円
月　額

（23日稼働の場合） 253,000～368,000円 299,000～437,000円 299,000～414,000円 299,000～414,000円

交通指導隊中里支隊分隊長

鈴木恭一さん（50）
　平成５年９月に交通指導隊に入隊。以来16年間活動

を続け、現在に至っています。

　交通安全を啓蒙する様々な活動に、ボランティアと

して参加してきた鈴木さん。３月４日㈭に総合文化セ

ンター「パルナス」で行われた「高齢者を守ろう　交

通安全コンサート」でも、来場者に事故がないよう、

駐車場の前で整理、誘導を行っていました。

　特別精勤賞などの表彰を受けてきた鈴木さんですが、

「少しでも

町の交通安

全に役立っ

ていると思

えば、つら

くはありま

せん」とい

っていまし

た。

ら
作
業
場
を
見
て
回
り
ま
し
た
が
、

自
分
た
ち
が
回
収
し
た
も
の
の
行
く

末
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か

に
興
味
津
々
の
様
子
。
選
別
の
過
程

は
人
手
で
の
作
業
が
多
く
、
異
物
の

　2月11日㈷すくすくしたまえ館で、子どもの文化リー
ダー委員会（委員長　小泊中2年　宮下佳奈）主催の料理
教室が開催されました。食生活改善推進員の渋谷鶴乃
さんを講師に、小学校4年生から中学校2年生までの22
人が挑戦。スパゲティナポリタン・ピザ・クラムチャ
ウダー・カプチーノゼリーなどを作りました。
　ピザは生地から作る本格的なもので、小麦粉をこね
る作業からスタートします。この作業は粘土遊びの感
覚に近いようで、子どもたちも大喜びで作業。できあ
がったピザは、普段食べているものよりも「もちもち感」
があり、とてもおい
しかったそうです。
　子どもの文化リー
ダー委員会では、「子
どもたちが楽しめる
ような企画をたくさ
ん考えており、来年
度はぜひみなさんも
参加してみてくださ
い」とのことでした。

混
入
は
出
荷
品
の
品
質
低
下
を
招
く

た
め
、
参
加
者
は
改
め
て
正
し
い
分

別
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
重
要
さ
を
か
み

し
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
同
氏
の
説
明
の
中
で
は
、
参

加
者
の
団
体
か
ら
集
め
ら
れ
た
リ
サ

イ
ク
ル
品
は
、
非
常
に
良
い
品
質
で

あ
る
こ
と
に
も
ふ
れ
、
普
段
か
ら
の

努
力
が
実
を
結
ん
で
い
る
こ
と
に
安

堵
と
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

研
修
中
に
は
、
分
別
方
法
に
関
わ

る
参
加
者
の
質
問
や
、
同
社
か
ら
も

「
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
箱
は
ナ
イ
ロ
ン
を

取
っ
て
チ
ラ
シ
に
出
し
て
」
な
ど
、

お
互
い
に
意
見
交
換
し
、
大
き
な
成

果
を
得
て
町
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

２
月
26
日
㈮
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
が

ど
の
よ
う
に
選
別
・
梱
包
・
出
荷
さ

れ
て
い
る
の
か
を
学
ぼ
う
と
、
町
の

リ
サ
イ
ク
ル
品
収
集
回
収
団
体
が
弘

前
市
で
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
環
境
衛
生
課
が
行
っ
た
こ
の
視

察
に
は
、
町
に
団
体
と
し
て
登
録
し

て
い
る
５
団
体
17
人
が
参
加
。
㈱
伸

和
産
業
の
作
業
場
で
、
実
際
に
リ
サ

イ
ク
ル
品
の
選
別
が
行
わ
れ
て
い
る

作
業
を
見
て
き
ま
し
た
。

　

代
表
の
太
田
氏
が
説
明
を
し
な
が

気分はちょっとイタリアン �
�
�
�
�
品

 
収
集
回
収
団
体
�

現
場
�
学
�
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国
で
は
、
財
政
の
健
全
化
に
取
り

組
む
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
公
債

費
負
担
の
軽
減
対
策
と
し
て
、
公
的

資
金
補
償
金
免
除
繰
上
償
還
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
平
成
19
年
度
に
こ
の
制

度
に
基
づ
き
、
財
政
健
全
化
計
画
及

び
公
営
企
業
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、

平
成
21
年
度
ま
で
に
高
利
率
の
町
債

の
繰
上
償
還
を
実
施
し
、
公
債
費
の

削
減
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

税
徴
収
体
制
の
強
化
、
使
用
料
・

手
数
料
の
見
直
し
な
ど
歳
入
確
保
に

努
め
る
と
と
も
に
、
定
員
の
適
正
管

理
等
に
よ
る
人
件
費
の
抑
制
、
新
規

地
方
債
発
行
の
抑
制
に
よ
る
公
債
費

負
担
の
適
正
化
、
施
設
の
統
廃
合
等

に
よ
る
維
持
管
理
経
費
の
削
減
、
補

助
金
の
見
直
し
な
ど
、
歳
入
・
歳
出

全
般
に
わ
た
る
見
直
し
を
行
い
、
財

政
健
全
化
を
図
り
ま
す
。

　

な
お
、
人
件
費
に
つ
い
て
は
、
平

成
20
年
度
か
ら
特
別
職
・
職
員
の
給

与
を
削
減
し
て
い
ま
す
。

　

く
わ
し
い
計
画
の
内
容
は
、
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
る
か
、
担

当
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

〈 

担
当　
財
政
課
財
政
係　
内
線
２
２
２
〉

①後期高齢者医療制度について
　 　政府は現在、多くの国民の方々のご意見をふまえ、後期高齢者医療制度を平成

25年３月に廃止し、４月から新たな医療制度へ移行するため、「高齢者医療制度

改革会議」で具体的な検討を進めています。

②青森県後期高齢者医療保険料について
　 　青森県後期高齢者医療広域連合では、現行制度が廃止するまでの間、高齢者の

方々に不安や混乱を生じさせることのないよう、可能な限り保険料の増加を抑制

するとともに、サービス水準の維持・充実を図るため、平成22・23年度の保険料

率を次のとおり定めました。

　　※平成20・21年度と同様です。

③保険料の計算方法
　 　保険料（上限50万円）＝均等割額［被保険者全員が納める額］（40,514円）＋所得

割額［所得に応じて納める額］｛（前年の総所得金額等－33万円）×7.41％｝

④保険料の軽減措置について
　　平成22年度の保険料の軽減措置は、平成21年度と同様です。

　☆均等割額の軽減
　　 　世帯内の「後期高齢者医療制度の被保険者全員」と「世帯主」の総所得金額

等の合計額によって、以下の軽減が受けられます。

　☆所得割額の軽減
　　 　所得割額を負担する方のうち、総所得金額等から基礎控除額33万円を差し引

いた後の所得が58万円以下（年金収入で153万円から211万円まで）の方は、所得

割額を５割軽減します。

　☆被用者保険の被扶養者であった方に対する軽減
　　 　後期高齢者医療制度に加入する直前までサラリーマンの夫やお子さんに扶養

されていた方は、均等割額が９割軽減され、所得割額のご負担はありません。

⑤保健事業（健康診査）の実施について
　 　事業実施主体の広域連合が、市町村に委託して健康診査事業を行っています。

自己負担はありませんので、受診を希望される方は、役場町民課老保年金係（☎
57－2111　内線134）までお問合せください。

　 　なお平成22年度は、これまで健康診査の対象から除かれていた生活習慣病治療

者の方も受診できます。

⑥保険料の納め忘れ等について
　 　保険料を納めることができない特別な理由がないのに保険料を滞納すると、有

効期間の短い短期被保険者証が交付されたり、保険証を返還してもらい被保険者

資格証明書が交付される場合があります（医療機関等の窓口において、医療費の

全額を一時的にご負担していただくことになります）ので、改めてお手元の納付

書をご確認の上、保険料の納め忘れがありましたら早急に納付されますようお願

いします。

　※  後期高齢者医療制度について、分からないこと、困ったことがありましたら、
役場町民課老保年金係（☎57－2111）、または青森県後期高齢者医療広域連
合（☎017－721－3821）にお問合せください。

町
財
政
健
全
化
・
公
営
企

業
健
全
化
計
画
に
つ
い
て

中
泊
町
財
政
健
全
化
計
画

の
基
本
方
針

後期高齢者医療制度加入のみなさまへ

均等割額 40,514円
所得割率 7.41％

33万円以下の方 ７割軽減→8.5割軽減

うち、世帯内の「後期高齢者医療制度の被保険
者全員」が、年金収入80万円以下で他の所得が
ない世帯の方（給与収入等がある場合でも、控
除後の所得が０円である場合）

９割軽減

33万円＋｛24万５千円×同世帯の被保険者数の人数
（被保険者である世帯主を除く）｝以下の方

５割軽減

33万円＋（35万円×同世帯の被保険者数の人数）以下 ２割軽減

中泊町役場 ☎ 57－2111
小　泊　支　所 ☎ 64－2111

役　場
からの
お知らせ
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心配ごと相談 中泊町社会福祉協議会

中 里 地 域 小 泊 地 域

３月24日　中 村 盛 江

　　　　　荒 関 一 男

３月17日　竹 谷 利 男

　　　　　磯 野 清 三

相談場所 役場相談室　　　　
相談時間 午前９時～午後２時

相談場所 すくすくこどまり館
相談時間 午前９時～午後２時

なんでも行政相談
日　時…３月17日㈬　午前９時～午後２時

　　　　　（毎月第３水曜日）

場　所…役場相談室　

行政相談員…秋　元　武　弘 ／ 藪　田　由比子
※ 行政相談は、住民から寄せられた苦情や意見・要望につ
いて、住民と関係行政機関との間に立って、公正・中立
な立場から必要なあっせんを行い、その解決や実現の促
進を図ります。

図書館情報

　

五
所
川
原
警
察
署
・
五
所
川
原
地

区
交
通
安
全
協
会
で
は
、
平
成
21
年

度
「
優
良
運
転
者
表
彰
」
を
実
施
し

ま
す
。
次
に
該
当
す
る
方
は
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

① 

現
在
も
運
転
し
て
い
る
10
年
以
上

無
事
故
・
無
違
反
の
方

② 
運
転
免
許
証
の
住
所
が
中
泊
町
の

方
③ 

協
会
加
入
5
年
以
上
の
会
員
で
、

触
法
行
為
が
な
く
地
域
の
支
部
長

が
推
薦
す
る
方

④ 

運
転
免
許
証
に
記
載
さ
れ
た
最
も

古
い
「
取
得
年
」
が
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

　

 

昭
和
19
年
・
24
年
・
29
年
・
34
年
・

39
年
・
44
年
・
49
年
・
54
年
・
59

年
・
64
年（
平
成
元
年
）

◇
受
付
期
間
…
３
月
１
日〜

４
月
９
日

　

申
込
書
は
、
当
協
会
事
務
局（
警

察
署
・
分
庁
舎
）と
地
域
の
支
部
長

に
あ
り
ま
す
。
な
お
、
申
込
み
時
に

無
事
故
・
無
違
反
証
明
書（
１
か
月

以
内
の
も
の
、
申
請
代
行
料
8
0
0

円
）と
印
鑑
が
必
要
で
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
協
会
事
務
局
ま

で
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

・
交
通
安
全
協
会
☎（
34
）５
６
５
０

・
北
部
分
会　
　

☎（
52
）２
４
４
２

  

平
成
22
年
4
月
か
ら
肝
臓
機
能
障

害
が
身
体
障
害
者
手
帳
の
障
害
と
し

て
認
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■ 

対
象
者
…
認
定
基
準
に
該
当
す
る

肝
臓
機
能
障
害
の
あ
る
方

■ 

身
体
障
害
者
手
帳
の
認
定
を
受
け

る
こ
と
に
よ
り
、
税
の
減
免
や
重

度
障
害
者
の
場
合
は
医
療
費
助
成

な
ど
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

■ 

手
続
き
…
役
場
福
祉
課
へ
必
要
書

類
を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い

※ 

く
わ
し
く
は
、
役
場
福
祉
課
福
祉

推
進
係
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

〈 

担
当 

福
祉
課
福
祉
推
進
係 

内
線
１
２
６
〉

　公民館では、次のとおり小泊地域で各教室を開講

する予定です。（中里地域の教室は５月に募集、６月

頃からの開講となります。)

　小泊地域の教室の受講を希望される方は、３月25

日㈭までに教育委員会小泊事務所かすくすくしたま

え館へお申込みください。

●実施期間… ４月から９月頃まで15回予定（日程表

は決定次第、受講生に送付します）

●受 講 料…１教室につき2,000円

●そ の 他… １教室受講希望者が８名に満たない場

合は中止となります

　不明な点がありましたら、教育委員会小泊事務所

（☎64－2679）か、すくすくしたまえ館（☎64－2266）へ

お問合せください。

　※着付教室のみ９月頃からの開講となります。

「立松和平遺作」「お掃除」
をテーマにした本の展示をします。

『兇弾』 逢坂　剛　文藝春秋
『虚報』 堂場瞬一　文藝春秋
『カッコウの卵は誰のもの』 東野圭吾　光 文 社
『陰陽師　天鼓ノ巻』 夢枕　獏　文藝春秋
『さよならドビュッシー』 中山七里　宝 島 社

教 室 名 曜日と時間 講　師

華 道 教 室 木曜日午後７時～ 加 藤 か つ
（小泊派立）

パッチワーク教室 木曜日午前９時30分～ 成 田 や よ ゑ
（下前上）

英 会 話 教 室 火曜日午後７時～ トレバー・マッシー
（花丘町）

教 室 名 曜日と時間 講　師

洋 裁 教 室 火曜日午前９時～ 成 田 ひ で 子
（下前中）

和 裁 教 室 金曜日午前９時～ 成 田 リ キ 子
（下前上）

着 付 教 室 火曜日午後７時～ 太 田 ト ミ
（上町）

今月のMiniコレクション

新 刊 情 報

日本海漁火センター

すくすくしたまえ館

平成22年度 小泊地域
公民館教室受講生募集

肝
臓
機
能
障
害
の
あ
る
方
へ

優
良
運
転
者
表
彰
の

お
知
ら
せ

平成22年（2010年）３月 広報　なかどまり [ 8 ]



各
地
区
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

2
月
8
日
〜
23
日
の
間
、
中
里
地

域
で
は
『
心
の
健
康
づ
く
り
』
を
テ

ー
マ
に
健
康
相
談
を
実
施
し
ま
し
た
。

各
地
区
の
み
な
さ
ん
、『
う
つ
病
に

つ
い
て
』
の
お
話
を
聞
い
た
り
、
椅

子
に
座
り
な
が
ら
で
き
る
体
操
を
一

緒
に
行
っ
た
り
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
も
う
つ
病
に
つ
い
て
、

一
緒
に
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

⑴
ス
ト
レ
ス
が
続
く
と

a
、
だ
れ
で
も
う
つ
病
に
な
り
う
る

b 

、
気
持
ち
が
弱
い
人
だ
け
が
う
つ

病
に
な
る

⑵ 

一
生
の
う
ち
に
、
う
つ
病
に
な
る

頻
度
は
わ
が
国
で
は

a 

、
約
15
人
に
１
人
と
考
え
ら
れ
る

b 

、
約
１
５
０
人
に
１
人
と
考
え
ら

れ
る

⑶
う
つ
病
の
時
に
は

a 

、
気
分
が
晴
れ
な
い
、
意
欲
の
低

下
な
ど
の
心
の
症
状
だ
け
で
、
身

体
の
具
合
は
悪
く
な
ら
な
い

b 

、
心
の
症
状
の
ほ
か
に
、
不
眠
や

頭
重
感
、
倦
怠
感
な
ど
の
症
状
を

伴
う
こ
と
が
多
い

⑷ 

う
つ
病
や
気
持
ち
が
落
ち
込
む
こ

と
が
続
い
た
ら

a 

、
病
気
に
打
ち
克
つ
た
め
に
、
よ

り
一
層
頑
張
ら
な
い
と
い
け
な
い

b 

、
ゆ
っ
く
り
休
み
、
専
門
医（
精

神
科
医
）と
相
談
し
た
方
が
よ
い

⑸
治
療
せ
ず
に
放
っ
て
お
く
と

a 

、
重
症
化
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で

早
め
に
気
づ
い
て
治
療
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る

b 

、
ほ
と
ん
ど
は
自
然
に
治
る
の
で

放
っ
て
お
い
て
よ
い

⑹
う
つ
病
の
人
の
多
く
は

a 

、
病
状
で
悩
ん
で
い
て
も
病
気
で

あ
る
と
気
づ
か
な
か
っ
た
り
し
て
、

医
療
機
関
を
受
診
し
て
い
な
い

b 

、
医
療
機
関
で
適
切
な
治
療
を
受

け
て
い
る

※
答
え
は
下
に
あ
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
症
状
が
2
週
間
以
上

続
い
た
ら
…
？

①
毎
日
の
生
活
に
充
実
感
が
な
い

② 

こ
れ
ま
で
楽
し
ん
で
や
れ
て
い
た

こ
と
が
、
楽
し
め
な
く
な
っ
た

③ 

以
前
は
楽
に
で
き
て
い
た
こ
と
が
、

今
で
は
お
っ
く
う
に
感
じ
る

④ 

自
分
が
役
に
立
つ
人
間
と
思
え
な

い
⑤
訳
も
な
く
疲
れ
た
よ
う
に
感
じ
る

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
２
つ
以
上
あ
て

は
ま
り
、
そ
の
状
態
が
２
週
間
以
上

ほ
と
ん
ど
毎
日
続
い
て
い
て
、
生
活

に
支
障
が
出
て
い
る
場
合
、
う
つ
の

可
能
性
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

悩
み
の
背
景
は
、
さ
ま
ざ
ま
あ
り

ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

・
中
里
保
健
セ
ン
タ
ー

☎（
57
）３
９
２
０

・
小
泊
保
健
セ
ン
タ
ー

☎（
64
）３
７
４
８

　

２
月
16
日
㈫
小
泊
保
健
セ
ン
タ
ー

で
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
親
子

を
対
象
に
食
育
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

調
理
実
習
を
し
な
が
ら
、
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
事
・
味
付
け
を
学
び
、

栄
養
士
さ
ん
の
講
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、

「
調
味
料
を
量
っ
た
り
し
な
が
ら
料

理
す
る
こ
と
で
、
味
付
の
勉
強
に
な

っ
た
」

「
薄
味
で
も
、
野
菜
が
と
て
も
お
い

し
く
感
じ
ら
れ
た
」

「
家
で
は
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
に
な
り
が

ち
だ
け
ど
、
話
し
な
が
ら
料
理
す
る

こ
と
で
他
の
人
の
料
理
も
聞
け
て
よ

か
っ
た
」

「
子
ど
も
と
お
料
理
で
き
て
、
楽
し

か
っ
た
」
な
ど
、
楽
し
く
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

食
事
が
健
や
か
な
体
と
心
を
育
て

て
く
れ
ま
す
。
毎
日
の
食
事
を
大
切

に
、
楽
し
く
食
べ
ま
し
ょ
う
！

〈答え〉
⑴ a　⑵ a　⑶ b
⑷ b　⑸ a　⑹ a

楽しく食べる子どもに！
－食育指針より－　

　①おなかがすくリズムがもてる子どもに
　②食べたいもの、好きなものが増える子どもに
　③一緒に食べたい人がいる子どもに
　④食事づくりや準備にかかわる子どもに
　⑤食べ物を話題にする子どもに
子どもは 「食べる」 ことを楽しむ力が旺盛です。

４
月
か
ら
特
定
健
診
・

が
ん
検
診
が
は
じ
ま
り
ま
す　

　

健
診
を
受
け
る
こ
と
で
、
生
活
習
慣
病
や
が
ん
の
早

期
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ん
、
1
年
に
1
度
は
健
診
を
受
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

食
育
�
�
�
�

う
つ
病
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

平成22年（2010年）３月広報　なかどまり[ 9 ]
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�
�
�
�
� 

�
�
�

痺
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
は
、
脊

髄
損
傷
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
無

理
に
動
か
ず
助
け
を
呼
び
、
直
ち

に
病
院
へ
行
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

�
除
雪
作
業
�
危
険
�

　

雪
が
積
も
れ
ば
除
雪
は
欠
か
せ

な
い
作
業
の
一
つ
で
す
。
屋
根
の

上
や
軒
下
で
の
除
雪
を
す
る
時
は
、

必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
、
軽

装
で
は
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
特
に
、
屋
根
の
上
の
除
雪

作
業
は
足
元
の
安
全
に
気
を
配
り

な
が
ら
、
決
し
て
無
理
は
し
な
い

こ
と
が
必
要
で
す
。
十
分
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

　

寒
さ
が
厳
し
い
こ
の
時
期
、
外

へ
出
る
の
は
と
て
も
気
が
重
く
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
通
勤
、
通
学
、

買
い
物
、
除
雪
作
業
な
ど
外
に
出

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、

今
の
時
期
特
有
の
外
で
の
危
険
と

対
応
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

�
外
出
時
�
危
険
�

　

防
寒
対
策
は
バ
ッ
チ
リ
し
た
つ

も
り
が
ふ
と
し
た
気
持
ち
の
緩
み

で
、
雪
の
上
で
転
倒
し
て
し
ま
い

体
を
強
打
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

★
頭
を
強
打
し
た
場
合

　

吐
き
気
や
め
ま
い
、
頭
痛
な
ど

が
起
き
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
病
院

へ
行
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

★
背
中
や
腰
を
強
打
し
た
場
合

　

手
足
や
体
の
知
覚
が
な
い
、
麻

開催日時‥４月３日㈯
　　　第1シフト　10時～12時
　　　第2シフト　13時～15時
　　　第3シフト　15時30分～17時
　　　　(各シフト先着50名)
内容… プロボウラーと一緒にボウリングの魅力

や楽しさを知ろう。マシンの見学もでき
ます。小学生・中学生の方なら男女問わ
ず誰でも参加できます。参加された方に
は、日本プロボウリング協会から「修了
証」が発行されます。

会場…イオンモールつがる柏　サンサンボウル
対象…小学生・中学生
会費…500円（シューズ、テキスト、保険含）
募集締切…３月31日㈬まで
主催…㈳日本プロボウリング協会
お申込み・お問合せ
　 ㈳日本プロボウリング協会　青森県西北五地
区事務局（上山）　☎0173（25）3813

■ 
陸
、
海
、
空
自
衛
隊

　
幹
部
候
補
生
募
集

（
一
般
・
技
能
・
歯
科
・
薬
剤
科
）

▽
応
募
資
格

〈 

一
般
・
技
能
〉
平
成
23
年
４
月
１

日
現
在
、
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方

〈 

歯
科
・
薬
剤
科
〉
平
成
23
年
４
月

１
日
現
在
、
歯
科
幹
部
候
補
生
は

20
歳
以
上
30
歳
未
満
、
薬
剤
科
幹
部

候
補
生
は
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方

▽ 

受
付
期
間 

…
４
月
１
日
㈭
〜
５

月
10
日
㈪（
必
着
）

▽
試
験
日 

…
５
月
15
日
㈯

■
予
備
自
衛
官
補
募
集

（
一
般
、
技
能
）

▽
受
験
資
格

〈 

一
般
〉
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
方

（
自
衛
官
で
あ
っ
た
方
は
、
自
衛
官

で
あ
っ
た
期
間
が
１
年
未
満
の
方
）

〈 

技
能
〉
18
歳
以
上
で
国
家
免
許
を

有
す
る
方

▽
技
能
区
分

　

 

衛
生
、
語
学
、
整
備
、
情
報
処
理
、

通
信
、
電
気
、
建
設

▽
受
付
期
間

第
1
回　

 

１
月
12
日
㈫

〜
４
月
９
日
㈮（
必
着
）

第
2
回　

 

７
月
20
日
㈫

〜
10
月
８
日
㈮（
必
着
）

注 

…
第
１
回
で
採
用
予
定
数
に
達
し

た
場
合
、
第
2
回
は
実
施
し
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
試
験
期
日

⑴
第
1
回　

 

４
月
17
日
㈯
、
18
日
㈰
、

19
日
㈪

⑵
第
2
回　

 

10
月
16
日
㈯
、
17
日
㈰
、

18
日
㈪

注 

…
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

■
自
衛
隊
一
般
曹
候
補
生

▽
応
募
資
格

　

 

平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
、
18
歳

以
上
27
歳
未
満
の
方

▽
受
付
期
間

⑴ 
４
月
１
日
㈭

　
　
　

〜
５
月
10
日
㈪（
必
着
）

⑵ 

８
月
１
日
㈰

　
　
　

〜
９
月
10
日
㈮（
必
着
）

▽
試
験
期
日

⑴
第
1
回　

５
月
22
日
㈯

⑵
第
2
回　

９
月
18
日
㈯

　

く
わ
し
く
は
、
自
衛
隊
五
所
川
原

地
域
事
務
所
ま
で

☎（
35
）２
３
０
５

 

■
平
成
21
年
分
の
申
告

 　
と
納
付
の
期
限
を

　

 

お
忘
れ
な
く

　

平
成
21
年
分
の
申
告
と
納
付
の
期

限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
申
告
所
得
税
、
贈
与
税

　
　

３
月
15
日
㈪

○
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

　
　

３
月
31
日
㈬

◆
振
替
納
税
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

ご
指
定
の
金
融
機
関
の
預
貯
金
口

座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
、

確
実
で
便
利
な
振
替
納
税
を
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
振
替
納
税
に
よ
る
振
替
日
】

○
申
告
所
得
税　
４
月
22
日
㈭

○
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

　
　
　
　
　
　
　

４
月
27
日
㈫

お
問
合
せ　

五
所
川
原
税
務
署

☎（
34
）３
１
３
６

冬
の
屋
外
で
の

危
険
と
対
応

春休み全国ジュニアボウリングスクール

▼
応
募
資
格

▼
受
付
期
間

▼
試
験
日

▼
受
験
資
格

▼
受
付
期
間

▼
技
能
区
分

▼
試
験
期
日

▼
試
験
期
日

▼
受
付
期
間

▼
応
募
資
格
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新　

岡　
　
　

衛 

（
福　

浦
）

　

蒔　

野　

ふ
み
子 

（
秋
田
県
）

　

田　

澤　

淳　

一 

（
弘
前
市
）

　

大　

西　

史　

峰 

（
上　

町
）

片　

山　

德　

光 

92 

（
竹　

田
）

其　

田　

誠　

司 

68 

（
派
立
上
）

坂　

本　

松
三
郎 

75 

（
田
茂
木
）

小　

寺　

サ
ツ
エ 

61 

（
尾　

別
）

滝　

本　

健　

市 

81 

（
芦　

野
）

米　

塚　

敏　

行 

56 

（
下
豊
岡
）

三　

上　

そ　

と 

91 

（
大
沢
内
）

成　

田　

武　

俊 

84 

（
薄
市
上
）

大　

川　

ト　

シ 

61 

（
大
沢
内
）

坂　

本　

マ　

ヨ 

92 

（
田
茂
木
）

下　

山　

末　

勝 

89 

（
薄
市
上
）

秋　

元　

與
四
郎 

94 

（
富　

野
）

久
保
田　

き
ね
み 

87 

（
下
前
中
）

磯　

野　

繁　

美 

84 

（
下
前
浜
）

福　

田　

禮　

子 

68 

（
浜　

町
）

相　

馬　
　
　

昭 

68 

（
新
町
一
）

橋　

本　

一　

郎 

86 

（
浜　

町
）

坂　

本　

行　

雄 

72 

（
派　

立
）

成　

田　

幸　

彦 

75 

（
下
前
浜
）

16 火 15：00～17：00 運動継続支援事業（体育センター）

17 水
９：00～14：00

９：00～14：00

なんでも行政相談（役場相談室）
心配ごと相談（すくすくこどまり館）

18 木 13：00～ 乳児健診（中里保健センター）

19 金 武田・薄市・小泊小学校卒業式

20 土
10：00～

中里小学校卒業式
修了式（小泊保育所）

21 日 10：00～ 修了式（富野保育所）

22 月

23 火

24 水
９：00～14：00

15：00～17：00

心配ごと相談（役場相談室）
運動継続支援事業（体育センター）

25 木

26 金 小・中学校修了式

27 土

28 日

29 月

30 火 15：00～17：00 運動継続支援事業（体育センター）

31 水

3　月
1 木 13：00～ 乳児健診（中里保健センター）

2 金 10：00～ 入所式（富野保育所）

3 土 10：00～ 入所式（中里保育所・小泊保育所）

4 日 10：00～ 入所式（薄市保育所）

5 月

6 火 15：00～17：00 運動継続支援事業（体育センター）

7 水
12：50～

小・中学校入学式・１学期始業式
2歳6ヶ月児歯科健診（中里保健センター）

8 木 13：00～ ポリオ生ワクチン投与（中里保健センター）

9 金 10：00～ 高齢者教室（中央公民館）

10 土

11 日

12 月

13 火 ７：00～
胃がん・肺がん・大腸がん・特定健診

（内潟公民館）

14 水 ７：00～
胃がん・肺がん・大腸がん・特定健診

（内潟公民館）

15 木 ７：00～
胃がん・肺がん・大腸がん・特定健診

（内潟公民館）

4　月

（
１
月
届
出
分
）

佐
藤
麻ま

り

か
理
華 

（
女
・
方
紀
） 

大
沢
内

佐
藤　

秀し
ゅ
う
ま磨 

（
男
・
修
道
） 

芦　

野

小
山
内
愛あ

げ

は
華
羽 

（
女
・
誠
） 

今
泉
上

沖
崎　

漸ぜ
ん

時じ 

（
男
・
裕
太
） 

上
高
根

坂
本
り
ょ
う 

（
女
・
和
隆
） 

長　

泥

山
川　

柚ゆ
ず

姫き 

（
女
・
貢
史
） 

豊　

島

菊
池　

心こ

葉は（
女
・
正
人
）深
郷
田
上

三
上　

陽は
る
と大 

（
男
・
記
央
） 

今
泉
下

濱
野　

蒼そ
う

太た 

（
男
・
康
弘
） 

折　

戸

古
川　

凜り
ん

華か 

（
女
・ 

満 

） 

花
丘
町

伊
藤　

愛あ
い

莉り 

（
女
・
芳
伸
） 

若
葉
町

　

佐　

藤　
　
　

賢 

（
深
浦
町
）

　

荒　

関　

巴
奈
子 

（
派
立
下
）

　

工　

藤　

雅　

仁 

（
宮
野
沢
）

　

小　

坂　

紗
智
子（
五
所
川
原
市
）

　

長
谷
川　

武　

志 

（
豊　

島
）

　

竹　

内　

真
木
子 

（
弘
前
市
）

　

大　

川　

英　

行 

（
大
沢
内
）

　

向　

井　

愛　

美 

（
東
北
町
）

　

澤　

田　

澄　

孝 

（
薄
市
下
）

　

佐
々
木　
　
　

純 

（
東
京
都
）

　

成　

田　

佳　

隆 

（
薄
市
下
）

　

白　

川　

実　

穂 

（
宮
城
県
）

　

髙　

橋　

一　

樹 

（
宮
城
県
）

　

青　

山　

友　

美 

（
下
高
根
）

　

若　

尾　

陽　

一 

（
岩
手
県
）

　

荒　

関　

梨　

香 

（
宮
野
沢
）

��������

��

１月末現在（前月比）

人　口 13,638人（－17）
　男　 6,483人（－８）
　女　 7,155人（－９）
世帯数 5,170戸（±０）
出生　11  ／  死亡　21
転入　12  ／  転出　19

人のうごき

（

月
届
出
分
）

人のうごき

戸
籍
の
窓
口

�
誕
生
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
結
婚
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
悔
�
�
申
�
上
�
�
�
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　文化賞・スポーツ賞授与式終了後、卓球競技をして

いる中里クラブ代表の近村氏が、町長に全国大会出場

と北日本卓球大会優勝を報告しました。

　まず全国大会出場ですが、２月６日㈯に行われた青

森県予選で青森クラブ選抜が優勝。３月26日～28日に

熊本県で行われる「第７回全国ホープス選抜卓球大会」

への出場権を手にしました。この青森クラブ選抜には、

中里小4年の村上莉羽さん（写真中央）も選ばれており、

近村氏も選抜チームの監督として全国大会に同行しま

す。

　また、１月24日㈰に岩手県で行われた「第79回北日

本卓球大会」では、男子団体中学２年生以下の部で中

里クラブが優勝。北日本ナンバー１の栄冠を手にしま

した。

　卓球競技は、毎年のように全国大会出場があり、中

里クラブの名は県下によく知られています。全国大会

でもがんばってきてください。

　

昨
年
1
年
間
に
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
功
績
の
あ

っ
た
人
を
表
彰
す
る
「
文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
授
与
式
」

が
、
2
月
14
日
㈰
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
「
パ
ル
ナ
ス
」

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
者
は

2
団
体
43
人
。
式
典

で
は
古
川
教
育
委
員

長
が
「
日
頃
の
訓
練

を
欠
か
さ
ず
、
日
夜

努
力
し
た
結
果
だ
。

敬
意
を
表
す
る
」
と

式
辞
を
述
べ
、
来
賓

の
町
長
は
「
ス
ポ
ー

ツ
の
町
な
か
ど
ま
り

を
広
く
知
ら
し
め
た

こ
と
に
感
謝
し
て
い

る
」
と
選
手
の
活
躍

ぶ
り
を
ね
ぎ
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
木

造
高
等
学
校
３
年
の
駒
目
瞳
さ
ん
が

「
本
日
の
受
賞
を
胸
に
、町
の
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
発
展
の
た
め
、
一
層
努
力

し
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
、
小
・
中
・
高
校
生
以
外
は
全

て
町
体
育
協
会
所
属
）

 

�
文 
化 
賞

【
少
年
文
化
奨
励
賞
】

野
上　

彩
芽（
書
道　

中
里
中
３
年
）

秋
元　

瑞
香（
書
道　

中
里
中
３
年
）

笹
山
椋
太
郎（
書
写　

小
泊
小
６
年
）

磯
野　

海
吏（
絵
画　

小
泊
小
２
年
）

菊
池　

優
花（ 

吹
奏
楽　

弘
前
実
業

高
２
年
）

 

�
�
�
�
�
賞

【
団
体
賞
】

町
体
育
協
会
陸
上
競
技
部

町
体
育
協
会
相
撲
部

【
指
導
者
賞
】

小
山
内　

誠（
相
撲
）

古
川　

敏
光（
ス
キ
ー
）

【
努
力
賞
】

大
屋　
　

慎（
陸
上　

中
里
小
６
年
）

三
上　

智
暉（
陸
上　

中
里
小
６
年
）

加
藤　

登
夢（
陸
上　

中
里
小
６
年
）

外
﨑　

達
矢（
陸
上　

中
里
小
６
年
）

髙
松　

紘
生（
陸
上　

武
田
小
６
年
）

長
峰　

光
汰（
陸
上　

中
里
小
６
年
）

田
中　

大
夢（ 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス　

中

里
小
５
年
）

岩
田　

大
地（ 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス　

中

里
小
５
年
）

福
士　

鈴
奈（
卓
球　

薄
市
小
６
年
）

村
上　

莉
羽（
卓
球　

中
里
小
４
年
）

野
上
莉
来
奈（
柔
道　

薄
市
小
１
年
）

加
賀
田
晃
河（ 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル　

武

田
小
３
年
）

【
奨
励
賞
】

岡　
　

拓
司（
陸
上　

中
里
中
３
年
）

長
利　

賢
一（
陸
上　

中
里
中
３
年
）

東
山　

公
真（
陸
上　

中
里
中
３
年
）

外
崎　

直
人（
陸
上　

中
里
中
３
年
）

小
野　

秀
斗（
陸
上　

中
里
中
２
年
）

成
田　

利
紀（
陸
上　

中
里
中
２
年
）

駒
目　
　

瞳（
陸
上　

木
造
高
３
年
）

白
塚　

勇
人（
陸
上
）

川
浪　

貴
久（
陸
上
）

田
中　

礼
一（
陸
上
）

川
浪　

晋
司（
陸
上
）

小
笠
原
絵
梨
香（
陸
上
）

野
上　

千
春（
陸
上
）

小
野
真
粧
美（
陸
上
）

成
田　

雪
乃（
陸
上
）

高
杉　

大
成（
卓
球　

中
里
中
１
年
）

打
越　

奎
也（
相
撲　

中
里
中
１
年
）

青
山　

恭
逸（ 

相
撲　

五
所
川
原
農

林
高
２
年
）

伏
見　
　

鴻（ 

相
撲　

五
所
川
原
商

業
高
２
年
）

平
山　

清
悟（
柔
道 

青
森
北
高
３
年
）

高
山　

大
輝（ 

野
球　

五
所
川
原
第

一
高
３
年
）

古
川　

誠
也（
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
）

工
藤　

智
樹（
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
）

伏
見　

隆
久（
ス
キ
ー
）

またも全国の舞台へ

町文化賞・スポーツ賞授与式
２団体43人が受賞

広
報 

な
か
ど
ま
り 

３
月
号

発
行
／
青
森
県
北
津
軽
郡
中
泊
町　

中
泊
町
役
場　

編
集
／
企
画
調
整
課　

☎
０
１
７
３

－

57

－

２
１
１
１ 

内
線
２
４
３ http://w

w
w
.tow
n.nakadom

ari.lg.jp/


